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1
今 か ら約10,000年 前 、地球 が氷河 時代 の幕 を閉 じよ うとしつつ あった時、 自然環境 の大 きな
変動 の中で、世界 のい くつかの地域 で新 しい文化 の胎動 が活発化 した。 中国大陸で は、農耕や
家畜の馴化 な どが開始 され 、長い狩猟 ・漁携 ・採集経済か ら脱皮 した。そ して人 々の生活 は移
動 的な生活 か ら定住的 な生活へ と移行 した。 さらに、磨製石器 の使用、土器 の製作な どの画期
的な技術革新 がな され た。特 に、土器 の発 明 と使用 は旧石器 時代以来の技術的知識 の要素 を組
み合 わせ た成果 であ り、人類史上最初 の技術革新 と指摘 されてい る。
南荘頭(Nanzhuantou)遺 跡 、彰頭 山(Pentoushan)遺 跡 、玉蜷岩(Yuzhanyan)遺 跡、お よび
仙人洞(Xianrendon)遺 跡 の下層、 吊桶 環遺跡(Diaotonghuan)、 甑皮岩(Zenpiyan)遺 跡 の早期・
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な どの資料 によって、 中国新 石器 時代初頭 の土器製作技術の解 明が大 きく進 んだ。 この時期 の
土器 の製作技術で は、焼成 技術や成形方法 な どは簡単かつ粗雑 であ る。 土器 の素材 と しての粘
土 を厳選せず、それぞれの地域において入 手 し易い粘土 が用い られ、遺跡 の付近 で採 取 され て
いた と考 え られ る。10,000年B.P.頃 の仙人洞下層 と甑皮岩 晩期 の土器 を観察す る と、胎 土の中
に様 々な大 きさの砂粒 が見 られ るが、特 に意 図的に混ぜ られ たものは認 め られない。粘 土の耐
火 性 を高 めるため に、 当時の人々は意識的 に砂粒 の多い粘土 を土器 の素材 として採 用 した と推
定 され る。9,000年B.P.～8,000年B.P.の 彰頭 山遺跡 の時期 に も、砂粒 の比較的多 い粘 土が土器
の素材 としてひき続 き使用 され た とみ られ る。 同時 に、籾殻や植 物繊維 を混和材 として胎 土に
加 えた土器 が大 量に出土 している。土器 の成形方法 には直接成形法、粘土板 貼 り付け、手つ く
ねの3種 類 がある。成形 した土器 はそ の内外面 に さらに調整が施 され る。 この時期の土器表面
の文様 は装飾 とい うよ り、む しろ土器 に調整が施 された段階で残 された痕跡 で あると言え る。
この時期 の遺跡 の土器片 に見 られ る縄文、箆描文、刺突文 な どの文様 は、器壁 の 中の気泡 を押
し出 し、粘土 の層 の間の接合力 を高め、そ の結果 として器壁 を固めるた めに用い られたいろい
ろな道具 によって残 された もので ある。 これ らの土器 を焼成 した遺 構は検出 されていない。器
面 の色調が均一で はない こ と、焼成温度が低い こ とな どか ら、特別 な施設 を設 けず、露天 での
簡単 な焼成 法が と られた と想定 されてい る。
新石器 時代 早期前半 の河栂渡遺跡 は、土器製作技法が発展 した過 程 を理解 す る上で、重要 な
例証 を提供 した。 河婦渡遺跡 の4っ の文化層 は、文化的 に一連の系統 を代表す るとともに、土
器 の製 作技法 の発 展過程 を示 してい る。土器製作技法発展史上で比較的原始的な段階 にあ る爽
炭 黒色 土器が第4層 か ら最 も多 く出土 した。 この爽炭 黒色=ヒ器 は新 石器 時代 初頭 の彰頭 山文化
期 の土器 とほぼ同 じであ るが、既 に改良が進んでい る。胎 土分析 に よる と、河栂 渡文化 の來炭
黒色 土器 の中に混和材 として用い られた植 物の茎や 叶な どの有機 物が、事前に焼 いて粉末 に し
た状態で胎土 に混ぜ られ た ことが明 らかに されてい る。そ して、 この土器 は彰頭 山文化期 の土
器 よ り、表面 が滑 らかで、硬 度 も少 し高 くなってい る。 この爽炭黒色土器 は第4層 か ら第1層
にかけて漸次減少 してゆ く。他 方、意識 的 に砂粒 が混ぜ られた來砂 土器 は遂次増加 し、第1・
2層 にな ると、爽砂紅色 土器 ・灰 色土器 が圧倒 的 に優位 を しめる。 それ にっれ て、土器 の焼成
技術 が徐 々に高度 にな り、焼成温 度や硬 度な ども高 くな る。 河姻・渡遺跡 第4層 の下部(4B層)
で、よ り古い技術段 階にあ る粘 土板 張 り付 けによって成形 された土器 が、継 続 して存在す るが、
紐作 り(巻 上げ あるい は輪積 み)成 形 技法が始めて出現す る。4B層 か ら、粘 土板 張 り付 けが
消滅 に向かい、それ に代 わって紐作 りの土器 が大量に製 作 され るよ うにな る。 同時に、鼎 な ど
の複雑 な器形 がは じめて出現す る。
このよ うな土器 製作技術 の発 生、発展 の過程 とともに、 中国大陸にお ける土器 の登場 、土器
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製作技術 の発達 とそれ に伴 う磨製石器 の発 達な どを標識 として、中国新石器 時代の幕が開 ける。
現時点 の資料で は、新石器 時代文化 が中国大陸において登場 したのは、10,000年BP.頃 の こ
とであ る。 中国新石器文化 の内容 は、年代 と地域 によっていろいろな姿をみせ るが、 巨視的に
見 ると、黄河 流域 の粟栽培文化系統、長江 中 ・下流域 と華南地区の稲栽培文化系統 と北方地区
(青蔵地 区、内蒙古地区の東北部 、東北地 区の中部、北部)の 狩猟 ・採集 文化系統 の3っ の文
化基盤 か ら成 り立ってい ると言 える。各文化系統 において、新石器 時代早期 か ら晩期 まで ほぼ
平行 した発 展を遂 げた と見るこ とがで きる。年代的に区分す ると、その発展段階 に応 じて早期
(約10,000年B.P～7,000年B.P)、 中期(約7,000年B。P～5,000年BP)、 晩期(約5,000年B.P～
4,000年B.P)の3時 期 に分 け られ る。
2
中国原始農耕文化 高揚期 の仰紹文化 は、 中国新石器 時代文化系統 の中で、早期 と晩期のかけ
橋 と して重要な意 味 をもつ。仰紹文化 は、1921年 にス ウェーデ ン人 アンダー ソン博士 によって
河 南(Henan)省 浬池(Mianchi)県 仰 詔村で最初 に発見 され た、黄河 中流域 に分布 し、彩 文土
器 と磨製 石器 を伴 う新石器 時代文化で ある。
1921年 の仰紹文化発見以来、40年 間にわた って、い くつ かの標式的遺跡 の資料 に基づいて、
仰紹 文化 の文化類型 の区分や編年 に関す る研究が進 められ 、一定 の成果 が上 がってい る。仰詔
文化 分布 の 中心地域 としての関中地 区、河南地 区では、仰紹文化 の時期変遷 はほぼ明 らかに さ
れ てい る。 特に関中地区におい て、半披(Banpo)遺 跡、姜塞(Jianzhai)遺 跡、北首嶺(Beishouling)
遺跡 な どの集落遺跡 の大規模 な発掘で得 られた数々の成果 に よって、仰紹 文化 にお ける生業形
態 、集 落構成 、 さらに社会生活、社会構 造の復元 といった研究 が確 実に進 め られてい る。
現在 の ところ、関中地 区の仰紹文化 は同地域 の老官台文化 か ら発展 した ものであ り、仰 紹文
化 は関中地区に登場 してか ら、約2,000年 を経 て、半坂類型、史家(Shijia)類 型 、泉護(Quanhu)
類型 、半披晩期類型 の4時 期 の変遷 をた どることが認識 されてい る。 この4時 期 の変遷 の中で、
土器 の器種 、形態 、文様 な ど、関 中地 区仰紹文化の主要 な文化要素 は継続的 に発展 した ことが
認 め られ る。 さらに、各類型 において、その特徴がそれ ぞれ に把握 され てい る。 これ らの研究
成果 に よ り、関中地 区仰紹文化の時期 変遷 とい う問題 に、基本的 な解答 がえ られたのであ る。
そ の一方 、文化変化 のプロセスの 中で、具体的な文化要 素が どのよ うに変化す るか、周辺地 区
の同時代 の文化 との交流の実態 を どの よ うに解 明す るか、地域間 の文化交流 は文化の変遷 に ど
の よ うな影響 を与 えたのかな どの問題 につ いての研究 はなお不充分で あ り、今後 の重要な課題
と言 える。
これ までの仰紹文化の集 落構成 、埋葬制度 に関す る研究 は、仰紹文化 の社会や歴 史を復元 し
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よ うとい う取 り組み に対 して重要 な資料 を数 多 く提示 して きた。 しか し、 これ らの膨大 な資料
を入念 に分析 し、様 々な有効 な情報 を捉 え、研 究を深 めてい くためには、研究 の方法 と総合化
のための考え方 の構築が必要 である。 各型 式の住居跡 の機 能 に対 しての研究、各住居跡か ら集
落 まで どのよ うな関係 が あるか、共同墓域 か らどの よ うに当時の社会構成 を捉 えるか な どの問
題 について深 く掘 り下 げるこ とな ど様 々な視 点での基礎研 究が必要である。特 に、仰詔文化晩
期の集落構成 、埋葬制度は まだ不明瞭であって、今後 さ らに多 くの資料 の蓄積が期待 され る と
ころであ る。
生業の研究 は主 に石器 、骨角器 を対象 と して進 め られて きた。植 物遺存体 、動物遺存体 な ど
の研 究は新 しい取 り組みで ある。理化学的分析 に よ り食 生活の復原な どをめ ざした研究 も少 な
い。1980年 代末か ら、 この方面の研 究が よ うや く開始 されたが、今後の発掘調査 にお ける資料
の採集 、デー タの蓄積 が期待 され る。
3
最近の発掘調査 による と、中国新石器 時代 の早期 は10,000年B.P。 頃まで遡 る。 しか・し、その
調査資料 と詳細 な研 究成果 は未発表で あるた め、 この時期 の文化内容お よび集 落のあ り方 な ど
を明確 に捉 えるこ とがで きない状況 にある。
中国にお ける新石器 時代早期前 半の文化(10,000年B.P.～8,000年B.P.)の 資料 はまだ少 な
く、 これ まで に報告 された資料 は長江以南 の華南地区 に集 中 してい る。仙 人洞遺跡 、甑皮岩洞
穴遺跡 な どの資料 を見 る と、華南地 区では、この時期 に土器 を作 り、稲 の栽培 を始 めていたが 、
自然環境 な どの要 因 によって、新石器 時代 になって も人 々は 旧石器 時代 と同様 に洞 穴 に居 住
し、狩猟活動 を盛 んに営 んでお り、その生業 の基盤 と住居様式 に大 きな変化 はなか った と考 え
られ る。
新 石器 時代 早期後 半 の遺 跡 は、長 江流域、黄河流 域 を問 わず分布 してお り、年代 はすべ て
8,000年B.P.か ら7,000年B.P.の 間にある。 この時;期の顕著 な特微 は高水準の穀物栽培 が開始 さ
れた ことであ り、粟、稲 な どの栽培植物 の遺存体が確認 され ている。そ のほか、ブ タの飼 育が
始め られ てい た と考 え られ る。原始農耕 の出現 と合わせ て、様 々な型式 の住居、数棟 の住居 の
ま とま りか らなる集落跡 が各 地域で数 多 く発見 され てい る。
住居跡 では、竪穴住居跡 が多数発 見 され 、一不整 な円形 を呈す る 「住居穴」 と 「半地下式竪穴
住居跡」 の2型 式 に分類 され る。 その他 、 この時期 には、長江 以南 の地域で、全 く異なった型
式の住居跡、す なわち、高床 式建 物が見 られ る。
この時期 に、竪穴住居跡 が主体 とな る集 落遺跡が初 めて出現す る。義溝北 闇(Egoubeigang)
遺跡 、與隆窪(Xianglongwa)遺 跡 で発見 され た定着化の進んだ集 落 は原始農耕 の出現に よって
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直接 に成 立 した ものである と考 え られ る。 この時期の先 史文化 に示 されてい る原始農耕 の生産
水準はす でに発生期 の段 階を越 えてお り、相 当に発 達 した水準 になってい る。 高水準 の原始農
耕 生産 と大量の食物 の備 蓄は、 この時期 の原始集 落の存在 を支 えた強力 な物 質的 な基盤 であ
る。 したがって、 この よ うな集落 を原始農 耕集 落 と呼ぶ ことがで きる。
中国の新石器 時代 早;期の終わ りか ら中期 前半 にか けて(約7,000年B.P.か ら5,500年B.P.)、
黄河や長江 の流域 では大理氷河期(最 終の氷河期、 ウル ム氷河 期に相 当す る)以 後 の最 も温暖
な時期 を迎 える。 中国の新石器時代農耕文化は黄河 流域 において も長 江流域 におい て も、 この
時期 に飛躍的 に発展 し、遺跡数 が急激 に増加 す る。 その中で、 この時期 の集落 の状況 を知 る上
で、仰詔文化前期 に属す る半披遺跡 と姜塞遺跡は特に重 要であ る。 この時期 、半披遺跡や姜塞
遺跡 で知 られ る集落構成 が普遍的 に存在 してい る。 これ らの集 落構成 は、いずれ も共通 して広
場を中央 にお き、住居跡 が出入 口を広場 に向 けて、その周 りを取 り囲む求 心配置 を とり、個 々
の住居 か ら集落ま で3段 階 の住居群 のま とま りが 区別 で きる。 多 くの集落 の周囲 には防御的 な
構 造の大規模 な溝 がめ ぐってい る。 このよ うな集 落構成 は凝集 ・封 閉式 の集落構成 と呼ぶ こ と
ができ る。
この よ うに新石器時代早期後 半に出現 した原始農耕・集 落は、新石器 時代 中期前半 になる と、
高度に発達 した段階 に入 る。そ の原因 として は、地理的、 自然的な環境や文化習慣 な どをあげ
ダ
ることができるが 、 さらに原始農耕社会の生産力が前期 よ り向上 したこ とが根本的 な要因で あ
ると考 えられ る。 この時期 は中国原始農耕 文化の高揚期 と言 える。 半披遺跡や姜塞遺跡 な どに
見 られ る広大 な面積 の集落 は、 目覚 しく発 達 した原 始農耕 生産 を基礎 として、長期 に営まれた
定住 農耕 生活 の結果形成 され た農耕集落で ある。 この よ うな凝集 ・封 閉式 の集落構成 は高揚期
をむか えた原始農耕集落 の代表的 な例 とされ るべ きであ る。
これまでに発見 され た様 々な考古学資料は、新石器時代 中期後半(5,500年BP.か ら5,000年
B.P.)に なって、社 会構 造 と社会 の性格 に変化 が生 じた ことを示 してい る。 これ らの変化 は 当
時の集 落構成 に明確 に現れてい る。第1の 変化 は新たな住居様 式、す なわち、部屋 を連ねた方
形平地多室式住居が 出現す るこ とで ある。 この多室式住居 の出現は建築技術の進 歩 を示すだけ
でな く、当時の家族構成が前期 とは変 ったた めに、住居 の構成 に新 たな要求が出 された結果 と
考 えるべきで ある。第2の 変化 は、土器 や石器 な どの専業的な生産 を生業の主体 とす る集 落が
出現す ることで ある。 これ らの専業的 に土器 、石器 の製 作をす る集落 の出現は、典型 的な原始
農耕集 落の凝集 性 ・封閉性 を変容 させ る役 割 を果た した と考え られ る。 この時期 か ら、中国原
始農耕文化の高揚期 を代表す る凝集 ・封 閉式の集落構成 に徐 々に分化が始 ま る。第3の 変化は、
祭祀活動 が行 われ る場所 として、著 しく大型の 中心的集 落が出現す るこ とで ある。 これは新石
器 時代 中期後半にな って、集 団の規模 の拡大が始まった こと、す なわ ち、部族 の上に部族 同盟
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が結成 された可能性 を示 している。第4の 変化 は、一定 の地域 において、他 の集 落 と比較 して
経済 的 ・政治的に重要 な役割 を担 った と考 え られ る中心集落 が初 めて 出現す ることで ある。
これ らの変化 か らみ る と、この時期において、 中国各地域の集 落がすでに多様 な性格 の集 落
に分化 していた ことは明 白な事実 である。 この時期 には 、原始農耕 経済が さ らに発展 した こと
に ともなって、集 落内部 、そ して集落 と集落の間 に、社会分化 あるい は階層化 が生 じた と推定
され る。 それ は当時の社会 が階層化社会に 向かい、 さ らに高度 な段階 に発展 しよ うと していた
ことを反映 してい ると思 われ る。
新石器 時代晩期(4,400年B.P.か ら4,000年B.P,)に 入 ると、黄河流域 か ら長江 中 ・下流域 に
かけて、農耕生産及び家 畜飼 育のいずれ も、 さらに発 展 を遂 げる。窯業 においては、 ろくろが
普遍化 し、土器窯 の構造 が改良 され、生産効率 は向上 した。農耕、家畜飼育、窯業の発達は労
働の分化 を促進 し、生産力 を向上 させた。 この結果、社会 内の差異や階層化は普遍的な動向 と
なった。社会構造 の分化 とともに、この時期か ら集 落構成 は二つ の方 向へ分化す る。一っの方
向は、仰詔文化 の強固な共同性 を示す集落構成か ら、各家族 の独立性 が高 く、分散化 した集 落
構成へ移行 したこ とであ る。 もう一っ の方 向は仰詔文化 の防御的 な性格 の周溝 を持つ求心的な
集落構成か ら、城壁 を持つ城 郭集落へ発展 した こ とで ある。
土 塁で集 落 を取 り囲 んだ城郭集落 の出現 は、中国新石器 時代 晩期 の重 要な特徴 の一つ で あ
る。城壁 は一般 的に防御機能 を持つ もの と推定で きる。周溝 か ら城壁へ の変遷 は、生産力が向
上す るにっれ て、集 団が よ り広い生活 の領域 を占拠 した ために、集団 間の紛争が次第 に激 しく
なっていた ことを示 してい る。 一方 、 この時期 になる と、社会構造の階層化が進 み、普遍 的な
ものにな った。城郭遺跡 の内部に大型建物基壇 な どが造営 され るこ とか ら、 これ らの城郭遺跡
は防御機 能 を持 っていた ことがわか ると同時に、著 しく社会 階層化 の進 んでいた こ とが確認 で
きる。 これ らの城郭 は当時の経 済 ・文化 の中心 と考 え られ る。
以上、 中国新石器 時代 の集 落の出現 、発展お よび変化 につ いて、主要 な動 向を確認 した。 中
国新石器 時代の集 落は、原始農耕 が成 立 し発展す るにつれ て、急速 な発達 を遂 げた。地理的環
境 と経済基盤 の相違 に よって、い くつ かのタイ プが現れ るが、基本的 に、集 落構 成は凝集 ・封
閉式 である。 姜塞 遺跡集 落跡 の分析 を通 して、このよ うな集落構成 の実態 を明 らか にす ること
がで きた。新石器 中期後 半以降、経済 の発展 が社会構造 の階層化 を促進 し、集 落構成に ある程
度の変化 をもた らした。 さらに、新石器時代晩期 になって、経済 ・文化 の中心 と しての城郭 が




関 中地 区は仰 紹文化 が最 も発達 した地域で あ り、50年 代 の半披遺跡 の発掘 調査 を始 め とし
て、仰紹文化の発掘調査 と研究が積み重ね られ 、大 きな成果 をあげてきた。 その中で、半披遺
跡 、姜塞遺跡、北首嶺遺跡 な どで発見 された集落跡 は特 に注 目され る。現在 までに、関中地区
で調査 された住居跡 はほぼ300棟 に達す る。
関 中地区仰詔文化 の住居跡 の構造は多様 であ る。平面 プラン、面積 の広 さ、建 築方法(竪 穴
式か平地式か、柱穴が どのよ うに配置 されているか 、壁 があるか ど うか、出入 り通 路があるか
ど うか)、 室 内の構造(炉 跡 の様 式、隔壁 があ るか ど うか、ベ ッ ド状の施設 があ るか ど うか)
な どに よって、関中地 区仰 詔文化 の住居跡は10の 型式 、21の 亜型式に分け られ る。 これ らの型
式の住居跡 は関 中地 区仰 紹文化 の住 居跡 の全体 の様 態 をおおむね表 してい る と言 える。 そ し
て、各型式の住居跡 の間の差 異は時期 、地域性、機 能 な どの相違 を反映 してい る と考 え られ る。
これまでに発見 され た関中地区仰紹文化の住居跡 の中では、1～IV式 の小型住居跡 の数 が最
も多 く、全体 の約80%を 占めている。各型式の小型住居跡 は、平面プ ラン、建 築方法、室内の
付属施設 な どの面では、それぞれ の様態 をもってい るが、面積、室内に残 された遺物 の組 み合
わせ な どの点では、 これ らの住居 の居住様式 はほぼ同 じと考 え られ る。住居跡 内で検 出 された
遺物 の種類 、数量、分布状 況な どの分析 によ り、小型住居跡 には生産単位及 び消費単位 を構成
す る4人 前後 の核家族 が居 住 していた と推定 され る。
李家溝遺跡 、半披遺跡 、姜塞遺跡 で発見 された多数 の住居跡で構成 され る集 落跡 のなかに、
近接 して同時に並存 し、住 居構 造、出入 り口の方向な どが共通 し、有機 的な結合紐 帯 をもって
いた と考 え られ る3、4棟 の住居跡 を1組 とす る住居跡小群 が存在す る ことが確 認 され た。 こ
れ らの住居跡小群 は中型 の住居 跡1棟 と小型住 居跡2、3棟 か ら構成 され 、 当時の集落 の基礎
単位 となっていた とみ られ る。 このま とま りは当時の社 会の基礎的単位集 団の実態を反映 して
い るもの と考え られ る。
各型式の中型住居跡 は、平面プ ラン、建築方法、室内の付属施設な どの面では、それ ぞれ の
特徴 をもっているが、室内に残 された遺物 の組み合わせ、空間分布 などの点か ら、 これ らの住
居跡 の居住形 態はおおむね類似 し、小型住居跡 の居住形態が拡大 したもの と考え られ る。 大河
村遺跡 の資料 を検討す る と、 関中地区仰 詔文化 の集落構成の基礎単位 は親子 関係 を基礎 とす る
拡大家族 によって構成 された と推測で きる。
姜塞遺跡第1期 では、集 落跡 の全体 が発掘 されてい る。 ここで発見 され た120棟 の住居跡 は仰
紹文化前期の住居跡 の主要 な様式 を示す ものである。 これ らの住居跡は層位 関係 と伴 出土器 に
より3時 期 に分け られ る。
姜塞 遺跡第1期 集落跡で は大型住居跡7棟 が検 出 されてい る。 これ らの大型住居跡 は一般 的
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に炉跡 とベ ッ ド状の施設 をもっているが、生産工具 と生活用具が ほとん どない。 この ことか ら、
これ らの大型住居 は通常の 日常生活 が営 まれ る住居 であった 可能性 は少 ない とみ られ る。姜塞
遺跡第1期 集 落跡 において明 らかな よ うに、大型住居跡 は各住 居跡大群 に1棟 しか存在 しな
い。 この大型住居跡 の性格は住居跡大群で の中心的な役割 、公共 的な役割 を果 した と考 え られ
る。 さらに、大型住 居 はそのまわ りの小 ・中型 の住居 に居住す る家族 の結びっいた大家族 が共
同行事 を行 う場で あった と考 えられ る。
住居跡の平面分布 に よって、各 時期 の住居跡大群 は2つ か ら3つ の住居跡小群か らな ってい
るこ とが分 か る。姜塞 遺跡第1期 集 落跡 で は住居跡 か ら集 落全体 まで4つ の レベル のま とま り
に区別で きる。す なわ ち、住居跡→住居跡小群→住居跡大群→集落 である。 これ はこの時期の
社会集 団の構 造 を反 映 してい るもの と考 えるべ きである。す なわち、当時 の社会集団 は核家族
→家族→ 大家族→ 氏族 の4つ の単位集 団の ま とま りを もってい た と推 定で きる。姜暴第1期 集
落跡 にみ られ るよ うな集 落構成 は、い くっ かの血縁 的共 同組織 をその根幹 とす る単位集 団(大
家族)か らな った1っ の共同体(氏 族)の 住居 地であった と考え られ る。 そのほか、集落構成
に反映 され る当時の社 会集 団の構造 は墓域 のあ り方 か らも窺 える。
関 中地 区においては、仰 音召文化 の時期 になる と、以前 に比べ てかな り大 きな集落が発達 して
いる。 これ らの遺跡 の規模 、分布 の密度 な どか らは、仰詔文化 が定住農耕社 会に よって担 われ 、
かつ長い発展の歴 史を経てい るとともに、仰詔 文化 の時代 に、集落や人 口が過去 より著 しく増
大 した こ とを窺 うことがで きる。
関中地 区仰詔文化 の集落遺跡 は、立地や 面積 の広 さお よび遺構や遺物 の種類 、その量 な どの
総体 において さま ざまな特徴 を示 している。 しか し一方 では、それぞれ に個別的 な内容 を有す
る遺跡で も、他 と共通す る性 質に よって、関中地区仰詔文化 の集落構成 における規則性 を認 め
るこ とがで きる。 これ らの集 落跡 はいずれ も居住域 、共 同墓域 、土器焼成 の窯業域か ら構成 さ
れてい る。居住域 の周囲 には環濠 が掘 られ てお り、環濠 の外側 に共 同墓域 と土器 を焼 く窯 が配
置 され、集落構成 は著 しく定型化 していた よ うであ る。居住域 の中央 に広場 をお き、住居 は出
入 口をすべて 中央広場 に向けて、広場 の周 りを取 り囲む規則 的な求 心配置 を と り、個 々の住居
か ら集落 まで3段 階程 のま とま りが識別 で きる。 共同墓域 は環 濠の外側 に位置 し、時期 的 な変
遷 をた どるが、同時期の墓域の中にはい くつ かの墓群 が認 め られ る。住居跡 に認 め られ る当時
の単位集 団の構成 は墓地の あ り方 に も認 め られ る。 この時期 に、姜塞遺跡 、半坂遺跡、北首嶺
遺跡 な どにみ られ る集 落構 成は普遍的に存在 してい る。 このよ うな集落構成 は、い くつかの血
縁的共同組織 をその根幹 とす る単位集 団か ら編成 され た人 々の共 同体 の居住地で あろ うと考 え
られてい る。その 中で、小 ・中型住居跡 の住人 は一世代 の核家族 と二 、三世代 の家族 によって
構成 され、大型の住居跡 はそのまわ りの小 ・中型の住居跡 に住 んだ家族 か らなった大家族が共
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同行事 を行 った場 と考 えられ る。集 落 中心 の広場 は各 大家族が共 同行 事 あるい は儀i礼.祭 祀 を
行 った場所 である と考 え られ る。集落 に居住す る家族 は この中心広場 での共同行 事を通 じて、
社会的統合体 としてのま とま りを維持 し、その共同体へ の帰属 を確認す るのであ る。 この よ う
な集落構成 はきわめて具体的 に、氏族制度に特有のあ る種 の集 団結合 の求 心性 を示 してい るこ
とが指摘 され る。
これ らの凝集 ・封 閉式 の仰紹文化前期の集 落跡はかな り共 通性 が強いが、一方 で相違 点 も認
め られ る。 ここでは、遺跡 の規模 、遺構 のあ り方な どに よって、関中地 区で発 見 され た仰紹文
化 の集落遺跡 は二重環濠集落 、1条 の溝iのめぐる集 落、環濠 を もたない集 落の3つ のタイプに
分 け られ る。 この3つ のタイ プの集落構成の差 異は、集 落の規模 に よる と考 え られ る。
5
仰詔文化 の集落構成 に表れ た当時 の社会集 団の構 造は、 この時代 の埋葬制度 に も窺 え る。 関
中地 区仰詔文化 の遺跡 の中で、大規模 な共 同墓域の発見がかな り多 く、半披 遺跡 、姜塞 遺跡 、
北首嶺遺跡 に加 えて、史家遺跡 、元君廟(Yuanjunmao)遺 跡 、横鎮(Henzhen)遺 跡 な どの資料
があ る。
半披遺跡 、姜案遺跡第1期 、北首嶺遺跡の仰 紹文化共同墓 域 にはい くつかの共通点が挙げ ら
れ る。 これ らの共 同墓域 はいずれ も半坂類型 に属 し、単身一次葬 を主体 とす る複 数の墓域か ら
なる。営 まれ た時期 と墓 の配置 関係 の分析 によって、各墓域 にそれぞれ い くっかの墓群 を認 め
ることができる。墓群 の墓 の数や配列方式 な どは同一ではな く、10基 前後 の土墳墓が列 状の配
列 を とるものが多い。各墓群 に埋葬 された死者 には、男性 、女性 、成人 、未 成人のいず れ も含
まれ てお り、年齢 、性別 に よる偏 りはない。副葬 品の土器 の器 種、形態、文様な どに よって、
各墓群 の形成過程 はお お よそ同 じで あったこ とが明 らかになった。 死亡時期 が同 じ、あ るいは
近接 した当時の人達 があ る集 団関係 に基づいて、一定の規則 に従 ってそれぞれ各墓群 に埋葬 さ
れ た と推定 され る。 この よ うに、これ らの仰詔文化共同墓域 は墓群→1つ の墓域→ 共同墓域 と
いった3っ の レベル に区別 できる。 同時期 の集 落構成の実態 を参照すれば、1つ の墓群 の被葬
者 たちは生前 に1つ の単位集 団に所属 していた ことが推 測 され る。 この3つ の レベル の墓域構
成 は当時 の社会集 団の構造 を反映 しているもの と考 え られ る。 さ らに、姜塞 遺跡 第1期 におけ
る集落構成 の基礎単位(住 居跡群)の 分析 に基づい て、その墓群は同時期 の集落構成 の基礎 単
位 と同様 、1つ の家族 の墓地 であった と推測 され、墓群→1つ の墓域→ 共同墓域 とい う3つ の
墓域の構成が認め られ、 これは家族→大家族→氏族の3つ の単位集 団に対応す ると考え られ る。
元君廟遺跡 、横鎮遺跡 、史家遺跡 、姜塞遺跡第2期 の仰詔文化共同墓域 は二次葬を主体 とす'
る墓域 であ り、そ の うち、横鎮遺跡 、元君廟遺跡 の仰紹文化共 同墓域は半:岐類型、姜暴 遺跡 第
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2期 、史家遺跡 の仰紹文化共 同墓域は史家類型 に属す る。 これ らの共 同墓域 にお いて、半披遺
跡、 姜塞遺跡第1期 、北首嶺遺跡で捉 えられた墓域構成 が認 め られ る とともに、横鎮遺跡 の大
型二重埋葬坑 、史家遺跡 、姜塞遺跡第2期 な どにお ける数多 くの二次合葬墓 の存在 は、一定の
期間、家族の関係 を超 えた合葬儀礼が行 われた ことを示 唆 してい る。 また、元君廟遺跡 、史家
遺跡の共同墓域の被葬者の年齢、性別構成 の分析 に よって、 この時期 の人 々が意識 的に人 口の
男女比率を統御 した可能性 が高い と考 え られ る。
関 中地 区仰 詔文化の埋葬 は土墳墓 と甕棺墓 を主体 と してい る。 土墳墓 は成人 を対象 とした埋
葬 であ り、甕棺 墓 は主 に幼児 を対象 とした埋葬であった。同 じ一つの墓域 内に、 しば しば多様
な葬法 が認 め られ るが、その うちの1様 式 が基本 とな る葬法であ り、その他 の少数 の葬法 は、
一般 に非正常死 亡者 の埋葬 であった と考 え られ る
。
関 中地 区仰 紹文化 の土塘墓 の頭位方 向は、大 半が西向きであ る。 これ は原始 的な宗教信仰 と
関連 した もので あ ると言え る。 さらに、関中地 区で仰紹 文化 を支 えた人 々は同 じ習俗 、あ るい
は原 始的な宗教信仰 を持 っていた と推測 され る。
関中地区仰 紹文化前期 の共 同墓域 におい て、多 くの墓 は墓坑の規模 、副葬 品の構成 、埋葬施
設 な どの面でほぼ共通 してお り、大 きな差異 がない。 しか し、その一方 、個 々の集落 で、共 同
墓域 内に特別 な施 設、特殊 な副葬品 を伴 う墓 が存在す る。後続の龍山文化 の よ うな特別 の権威 、
あるい は地位 を象徴す る ものは全 く所有 していない。 したがって、当時の社会集 団内で、一般
の共 同体 の構成員 との間の格差 は、まだ質 的な差にまで発展 していなかった とみ られ る。 これ
らの特殊 の少数 の墓 は、おそ らく社会集団 内で特殊 な能 力 をもつ人 か、血縁や信仰 な どの面で
特別 な地位 に あ る人の埋葬墓で あった と推 定 され る。共 同墓域 内に この よ うな特別 な施設 を伴
う墓 が存在 す る ことは、社 会集団内部 の分化 の顕在化 が始 まった ことを示唆 している。
関中地区仰紹文化 の埋葬制度 におい て特 に注 目され るのは多体二次合葬墓 である。黄河流域
におい て、二次葬 は関 中地 区仰紹文化 の半披類型 の早期 に属す る半=岐遺跡 、姜塞遺跡第1期 、
北首嶺遺跡 中期前 半な どに早 くか ら出現 してい る。 二次葬 は少 な く、一次葬 の墓 が主流 となっ
てい る。半岐類 型 の晩期 の元君廟 遺跡 、横鎮遺跡 、姜塞遺跡第2期 下層 、 さらに史家類型 の史
家遺跡 、姜塞遺跡 第2期 上層 にな る と、 この特殊 な埋葬 習俗 は一層発展 し、多 くは20体 前後 、
最 多で84体 の多体二次合葬 墓が出現す る。泉護類型 以後 、二次合葬墓 は関中地 区で認 め られ な
い。他 方、 関 中地 区西側 の黄河 上流 域 にお ける馬 家窯(Majiayao)文 化 で二次合葬墓 が登場す
る。 土器 の器 種 、器 形 、文様 な どに関す る型式学 的分析 を通 じて、史家類型 の時期 には、 関中
地 区仰詔 文化 の中 でい くつ かの新 たな変化 が捉 え られ る。 この時期 の文化変容は、黄河東 岸 に
お ける廟 底溝(Miadigou)類 型 の仰 詔文化 が西へ拡 張 した結果、生 じた と考 え られ る。 姜暴遺
跡第2期 の下層 と上層 に認 め られ る埋葬制度 の大きな変化 は、廟底溝類型仰紹文化が この時期
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か ら関 中地 区に進 出 したこ とを裏づけている。 その後 、この影響が徐々 に強 くなる一方で、関
中地 区仰詔文化の地域的特徴が次第に朧 山西側へ拡散 し、 さらに、黄河上流域で馬家窯文化に
変身 した と考 え られ る。 この よ うな大 きな文化 変化 が埋葬制度 の面 に認 め られ る。
二次合葬墓 は関中地 区仰紹文化 の埋葬制度 の中で極 めて重要 な位 置 を占めてい る。 関中地区
の二次合葬墓 は、 ある段階 において、一定 の葬法 として成立 し、その社会 にお ける葬送儀礼の
中で何 らかの役割 を果 た していた もの と考え られ る。 この葬法 は第一次埋葬 か ら骨化 を待 って
第二次埋葬が行われ るもので、手順 の確 立 した葬送行為 であった。すな わち、一次埋葬が被 葬
者が生前 に属 した社会 の構 成員 に よって記憶 され てお り、識別 され ることを意味す る。横 鎮遺
跡 の例 では、墓域 内での重複関係 は他 の遺跡 に比べて非常 に少 ない。 これ は、一次葬 の場が、
被葬者 の生存す る後継者た ちに記憶 され てお り、何 か年 かを経過 した後 に、一斉 に改葬す るこ
とがで きた こ とを示唆 してい る。 この よ うな改葬 は少 な くとも3回 行われた と考 え られ る。 そ
して 、横鎮遺跡 の大型二重埋葬坑に合葬 され た人骨 も同 じ血縁 関係 に基づいて集 め られた もの
であ り、小坑 のそれ はよ り強固な血縁 関係 を示 している と推測 され る。
6
これ ま で の発 掘 調 査 に 基 づ い て、関 中 地 区 に お け る最 古 の 新 石 器 時 代 文 化 は老 官 台
(Laoguantai)文 化 とい うこ とがで きる。C14年 代測定法 によって、老官台文化 は7,800年B.P.
～7 ,000年B.P.と 年代づ け られ る。 分布 地域、層位 、年代のいずれか らみて も、さ らに土器 の
型式学的検討か らしても、老官台文化 と仰詔 文化 半披類型 との間には密接 な系統関係 が存在す
るこ とが認 め られ る。 関中地 区の仰紹 文化 は老官 台文化 か ら発展 した こ とが確 実 に指摘 され
る。 仰詔文化 が関 中地 区に起源 を もつ こと、す なわち、仰詔文化 が他 の地域 において ではなく、
その 同 じ地域 の中で発生 した ことが明 らかになってきた。
半=岐遺跡、泉護遺跡、史家遺跡、姜塞遺跡 、福臨墨(Fulinbao)遺 跡 な どの基準遺跡 の資料 に
よ り、関 中地 区の仰詔文化 は4つ の時期 に分 け られ るこ とが明 らかに されてい る。 この4時 期
の特徴 は土器 の型式学的内容にはっき り現れ ている。 この4時 期の編 年的順序 は、関 中地区に
お ける仰紹文化 の出現、発展 、変容 の過程 を正確 に示す もので あると言 える。各 時期 は最初 に
発 見 された遺跡 に よ り、それ ぞれ 半坂類型、史家類型、泉護類型 、半披 晩期類型 と命名 されて
い る。 さ らに、各基準遺跡 の層位 的な関係 と土器 の器種、形態、文様 な どの変遷 の分析 に基づ
いて、時期 細分が可能であ る。 半坂遺跡、姜塞遺跡、元君廟 遺跡 、横鎮遺跡 の資料 に よ り、半
:岐類 型が3時 期 、史家遺跡 、北首嶺遺跡、姜塞遺跡の資料に よ り、史家類型 が3時 期 、案板遺
跡 、福臨墜 遺跡 の資料 に よ り、泉護類型が2時 期 、半披 晩期類型 が3時 期 に分 け られ る
半=岐類型 は関中地区において、老官台文化 を前身 として登場 した後 、周辺地 区に拡 張す る。
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半披類型 の分布範 囲は老官台文化 よ り大 きく、関 中地区 を中心 と して、東 が黄河東岸 の豫西 ・
否 南地区に、西 が朧 山西側の朧東地区に、北は陳北地区、南は秦嶺 南麓の漢 江上流域 に至る。
さらに、半坂類型 の地域色は この分布範 囲内だ けでな く、 もっ と広い範 囲に影響 を及 ぼ してい
た。
半坂類型 と同時期 の仰紹文化地方類型は豫東 ・莫南地 区に分布す る後 商類 型であ る。 半坂類
型 の文化 内容 では、その地域的 な特徴が主要 な部分 を占める一方、後 商類型か らの要素 も認 め
られ る。 これ らの要素 か ら、半坂類型 は関中地 区か ら、周辺地 区に強 い影響 を及 ぼす と同時に、
東 部 の磁 山 ・斐 李 嵩文化 か ら仰詔 文化後 商類型へ の文化 系統 を受 容 した こ とが明 らか になっ
た。
関 中 地 区東 側 の豫 西 ・替 南 地 区 は半 披 類 型 と後 商類 型 とが 接 す る地 域 で あ る。東 庄 村
(Dongzhunchun)遺 跡 の資料 に よ り、半披類型 の晩期 に、 この地域において、半披類型は、後
商類型 の文化 的影響 を受 けたために顕著 な変化 を生 じた こ とが認 め られ る。
更家類型 の時期 に、関中地 区の仰詔文化 の中でい くつ かの新 たな文化要素 が出現 した。 これ
らの新 しい変化 は土器 の属性 、例 えば、土器形態 、彩文文様 にはっき りと反映 してい る。 さら
に、史家類型 の時期 の外来要 素は、埋葬制度 に集 中的 に現れ ていた。史家類型 の埋葬制度は半
坂 類型の もの と全 く異 なってい る。史家類型 の墓 はほ とん どが多人二次合葬墓 であ り、埋葬方
法は後嵩類型 、東庄類型 の もの とすべ て同 じである。 これ は黄河東岸 の後 商類型 、東庄類型が
西へ拡張 した結果 であ ると考 え られ る。
史家類型 の終末に、豫 西 ・否南地区では、東庄類型 を前身 として、廟底溝類型 が登場 した。
廟 底溝類型 の時期は仰 紹文化 の高揚期 であ ると言 える。廟底溝類型 が影響 を及 ぼ した範囲 は半
披 類型 よ り広 い。 泉護類型 は廟底溝類型 の関中地区にお ける変異形 であった と考 え られ る。泉
護 類型の文化 内容はほ とん どが廟底溝類 型 か ら生 じた ものであ る。泉護類型 の土器 の代表的な
器 種、形態、装飾 意匠な どは、廟底溝類型 とほぼ同 じであ る。 その一方 、変異形 としての泉護
類 型 にはそれ 自体の地域的な特徴 がみ られ る。
半披晩期類 型の時期 にな ると、仰 紹文化 は各地で徐 々に多様化す る。 その地域色 は非常 に明
確 で、半披 類型、廟底溝類型 の よ うに周辺 地域 に強い影響 を及 ぼ した地方類型 は この時期 には
認 め られない
この よ うに、関 中地 区の仰 詔文化の地域 色は周辺 地区の原始 文化 に対 して、各 時期 ご とに、
影 響の及ぶ範囲 と程度 は一様 で はない。 同様 に、外 来要 素が関中地区の仰紹 文化 の文化内容 に
占め る割合は時期 の推移 とともに変化 してい る。総合 的にみ ると、半披類型 、史家類型 の時期
に関 中地 区の仰詔文化が周辺地 区に拡張す る。史家類型 の終末 か ら泉護類型 、半披 晩期類型 に
か けて は、周辺地 区か ら影響 を受 ける時期 と言 える。
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石嶺下(Shilinxia)類 型 は馬家窯文化 の最初 の段 階で、滑河 上流域 の朧東 地区、朧西地区に分
布 してい た。文化 内容 か ら、石嶺下類型 が史家類型 か ら発展 した ことが指摘 でき る。石嶺 下類
型 の鉢、瓶、罐 な どの主要な土器 形態は史家類型の同種 の もの との問に密接 な関係 をもつ とみ
られ る。石嶺 下類型 の彩絵鳥文 も史家類型 の鳥文か ら発展変化 した もので ある。 この よ うに、
清水上流域 の朧東地 区、朧西地 区に進出 した半=岐類型、史家類型仰 詔文化は、泉護類型 の時期
に馬家窯文化 の石嶺 下類型 に変身 した ことが認 め られ る。
関 中地 区に お いて、仰 紹 文化 の後 継 者 と して登 場 したの は廟 底溝 二 期 文化 で あ る。 案板
(Anban)遺 跡 第 £期 か ら第3期 へ の土器 の器種 、形 態、文様 な どの変化 によ り、関中地 区の
仰紹文化 の変容 の過程 が明 らかに された。
半坂遺跡 、姜塞遺跡 な どで検 出 された動物遺存体の同定お よび花 粉分析の結果な どによ り、
関中地 区におい て、仰詔文化 の時期の 自然環境 は現在 と比べて大 きな変化 はないが、 当時はや
や温暖湿潤 であった ことが分 かる。,当時の年平均気温は現在 よ り2℃ か ら3℃ 高 く、年平均 降
水 量が10㎜ か ら20㎜ 多か った と推 定 され る。半坂 遺跡、姜暴遺跡 の近 くには、森林 に覆われた
地域や 、竹 の群 生地があ り、滑河 の支流 の洛河 、臨河の水量 は現在 よ り豊 かで、河岸の周辺に
は水 草の繁茂 した沼沢地 もある。 こ うした恵 まれ た 自然環境の 中で、 当時 の人間 は定住生活 を
営み、穀物栽培 、家 畜飼育 、狩猟 、漁労、採集 な どさま ざまな生業活動 を行 っていた。
仰 紹文化 の人 々が栽培 した主要 な穀物 はア ワである。 関中地 区の仰詔文化 の遺跡か ら穀物栽
培 に関す る農 具は豊富に出土 している。 これ らは耕地 の開墾 に用い る石斧 、小型単刃石斧、石
鋤 、収穫道具 であ る石包丁 、土製 のナイ フ、食物加 工具 として の石皿 、磨棒 、石杵 な どを含 ん
でい る。
仰 詔文化 におけ る家 畜の飼 育は、決 して十分 に発達 していた とは言 えない。現在 まで に発表
された資料 に よ り、家畜 と認 め られ る種類 はわず かにブタ とイヌ の2種 だけで、その数 も少な
く、大型 の個 体は ほ とん どみ られ ない。
狩猟、漁労活 動 は当時の生業の中でかな りの比重 を 占めている。 関中地区の仰紹文化遺跡か
ら多量の動物遺 存体が検 出 されてい る。 その中で、山林 に出没す るニホ ンジカ、沼沢地 に生活
す るノロジカ、竹林 に生息す るタケネ ズ ミな どとともに、 ノウサギ、タヌキ、ムジナ、アナ グ
マ、 カモ シカ、鳥類 のワシ、 コイ科の魚類 な ど野生動物 が豊富に含 まれてい る。 これ らの動物
遺存体 は仰紹文化 を営む人々が狩 猟、漁労の活動 を盛 んに行 っていた ことを反 映 している。
結語
本研究 では中国原始農耕 文化高揚期 の仰詔文化 を取 り上げ、関 中地 区の資料 を中心に、集落 、
埋葬制度 、そ して物質文化 のあ り方 とその変化 を様々な視点か ら検討 し、文化変化 のプ ロセ ス
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とメカニ ズムの解 明、 さらに、当時の人 間集団構成 のあ り方 の究明 に努 めた。 これ らの分析 を
通 じて、仰詔文化の集 落構成 、埋葬制度 、物質文化 の変遷、地域的文化交流 の実態 を明 らかに
す ることがで きた と考え る。今後 、この研 究 を基礎 に、 さらに黄河流域にお ける初期農耕 文化
期 の生業活動 、社会集 団の変遷 な どについて検討 を加 えてい きたい と考 えてい る。
論 文 審 査 結 果 の 要 旨
本論文 は、序章 、主文 の1章 か ら5章 、そ して終章で構 成 され る。
序章 では、まず河北省南庄頭遺跡、江西省仙 人洞遺跡 、湖南省彰頭 山遺跡 な どにおけ る最近
の調査 と土器起源研究 を概観 し、 中国新石器 文化 を1万 年前か ら7千 年前までの早期 、7千 年
前か ら5千 年前 まで の中期、そ して4千 年前までの晩期 とい った3期 に区分 し、その年代観 を
明 らか にす る。つい で、論者 は、仰詔文化 を、黄河流域 に発達 した粟栽 培農耕 を基調 とし、大
規模 な定住集落 、共 同墓 の発達す る中期新石器 文化 と性 格づ ける。 こ とに、彩文土器 がその重
要 な構成要素 であ り、 また、石庖丁な どの磨 製石器 が特徴 的な文化 要素 と して発 達す る ことを
強調 す る。 さらに、本論文の主題 となる黄河 支流、滑河 流域の関 中地区に発 達 した関中地区仰
詔 文化 につい て、地域的特色、編年、前後す る新石器 文化 との関係 な どを概 括 し、その内容 を
明 らか にす る。
第1章 で は、仰紹文化 の研究史 を、1921年 のJohanGunnarAnderssonに よる河 南省仰紹遺跡 の
発見 か ら1960年 代ま で、1970、80年 代 、1980年 代以後 と、3期 に分 けて追跡 し、研 究の動 向を
明 らか にす る。1期 は、仰紹 、河南省廟底溝、陳西省 半:岐遺跡 な ど標識 的遺跡の調査 がは じま
り、仰 紹文化 の基本的 内容、龍 山文化 との関係 、集 落、共同墓の特色が把握 されは じめた時期
と捉 え る。2期 には河北省磁 山遺跡や河南省 斐李 闇遺跡 な どの早期新石器 文化が調査 され 、仰
紹文化 起源 の研 究が 開始す る。 さらに、陳西省 姜塞 遺跡 が全面的 に調査 され、関 中地 区仰紹文
化 の 実態 の把握 と、集落、墓制 に関す る研 究が画期 的に進 んだ とみ る。3期 には黄河 、長江流
域 の新石器 時代遺跡研究が着実 に深 め られ、仰詔文化の成立、展開過程の解 明が進む とともに、
仰 詔期 の社 会 にっいて積極的 に議論が な され るよ うになった と指摘す る。研 究史の検討 で、論
者 は新 たな研 究指針 を呈示す る。
第2章 では、 中国石器 時代農耕集落の展開、地域性 、成 立基盤 を、早期前 半、後半 、中期前
半、後 半、そ して晩期 の順 に具体的 に分折す る。まず 、7千 年 前頃の早期 における定住集落 と
共 同墓 の出現 す る動 向を明 らかにす る。 また、 これ らの文化 を ささえた生業活動 につ いて、長
江流 域 の漸江省河 姻渡遺跡で発見 された多量のイネ、黄河流域 の磁 山遺跡貯蔵穴で明 らか にさ
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れ た多量 のア ワな どの調査資料 を取 り上 げ、早期 にはその地域性 が確 立 した と指摘す る。 早期
後 半か ら中期 前半に環濠集落 の発達 をみ るが、 この時期の調 査資料 を多数検討 し、黄河流域 の
遺跡数 が増加す る動 向を指摘す る。 さらに、姜塞遺跡や半披遺跡 な どの大集落遺跡の調査 資料
を詳細 に分析 し、その集落 の求心的構造 を 「凝集 ・封閉式」 と捉 え、仰紹文化期 の特徴 であ る
と強調す る。 姜案遺跡 の分析 では、①住居跡 、②住居跡小群 、③住居跡大群、④集落 とい う4
段 階の レベル を抽 出 し、この構成 が仰詔期 の社会 を反映す る と強調す る。
新石器 時代 中期後 半につ いて、多室式住居 の出現、土器 生産集 落 の発達 、祭祀活動の 中心 と
な る集落 の出現、経 済的、政治的 中核集落 の出現 とい った動向 を明 らかに し、仰紹期集 落の求
心性 が崩れ 、農耕社会 の階層化 、多様化 が顕在化す る と指摘す る。
晩期 については、城郭集落 の出現 に新 たな階層化 の動 向を強調す る。一方 で居住単位 の独 立
性 が顕著にな る傾 向 も指摘す る。古代都 市社会成立 に結びつ く城郭集落 の出現 については、農
耕社 会の発展 に よる地域 間紛争 の激化 の反 映である と論ず る。
第3章 では、1989年 に発表 された厳文 明の 「仰詔文化研究」 を指針 として、半披 、姜塞 ・陳
西省 北首嶺 遺跡な どの基準資料 の分析 に取 り組 み、関中地 区仰詔文化期 の集落構成 とそ の変遷
を論 ず る。 ことにこの時期 の主要遺跡 の300棟 にのぼ る住居跡 を検討 し、集 落の基本構造 を明 ら
か にす る。その居住構造 に、竪穴式 、平 地式、方形 ・円形の平面形 、20～60㎡ の中型、60㎡ 以
上の大型住居 とい った基本類型 を認 め、その基 準を摘 出す る。そ して、小型住居 は核家族、 中
型住居跡 は数世代の大家族 が生活す る場 、大型住居 は大家族 が共有す る特殊施設 と捉 え、集落
にお ける住居類型の空間分布 、変遷 を検討 す る。 さらに、住居 と環濠 、墓、貯蔵 穴、土器窯 な
どとの関係 を分析 し、個別 の住居跡 、3、4棟 の住居跡小群 、2、3群 の住 居跡 小群 か ら成 る
住居跡大群、そ して集 落 といった4段 階の構成 単位 を確認す る。進 んで、論者 は、 これ らの集
落遺跡 に共通 してみ られ る集 落構造 が、 この時期の核 家族 、家族 、大家族、氏族 といった社会
関係 を反映 してい る と推論す る。 さらに、 この時期 の大規模環濠集 落の求心的構 造 を検討 し、
関 中仰詔期の集落 は、血縁 的共同組織 を基本 とす る氏族社会 を反 映 してい る と指摘す る。晩期
について は、甘粛省 大地湾遺跡 を取 り上げ る。 これは、中心に前 堂、後室、左右 側室が付設 さ
れ る大規模住居 を抱 えた、住居数100棟 を超す大規模集 落であ る。 この よ うな集落構造の出現 か
ら、 この時期の階層化社会 の発達 を論ず る。
第4章 で は、仰詔文化 の墓制 を検討す る。半披遺跡や 姜塞 、北首嶺 、陳西省史家、元君廟遺
跡な どの共 同墓 について、2千 基 を こす 土塘墓、甕棺 墓な どの構成 、副葬 品の組成 を検討 し、
墓制の推移 を明 らかにす る。 半坂 、姜塞 遺跡 な ど仰紹期早期 の墓制 は、単身仰臥伸展葬の土塘
墓 と小児甕棺墓で構成 され 、複雑 なま とま りをみせ る。 この時期 に、墓墳 の規模 、副葬品、埋
葬施設 に格差がみ られず、集 落の凝集 ・封 閉性 の傾 向を裏づけ るとみ る。 しか し、仰詔期後 半
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になる と、史家、元君廟遺跡 な どで多人二次合葬墓が一般化 し、墓制 に大 きな変化 が生ず る と
指摘す る。 この よ うな墓制 の検討 で、集落研究で明 らか にされた変動過程 を確 認す る。
第5章 では仰紹文化 の関中、河南 ・河北地 区、甘粛地 区の地域性 と交流関係 、仰詔文化 の発
展過程 を論ず る。 まず 、住居構造 の分析 、土器型式の検討か ら、関 中仰詔文化の起源 は、老官
台文化 にある とす る。 そ して この地域文化 は、2千 年 の間 に半=岐、史家 、泉護、半披 晩期類型
の変遷 をた どり、晩期終末 に廟底溝二期文化へ と発展す る過程 を明 らかにす る。 この文化 は、
早期 に河南 ・河北地区仰紹 文化 の後 南類型 か らの影響 を うけ、 中期 には周辺文化 に強い影響 を
及 ぼ し、後半 にはよ り複雑 に発展す る。 そ して、3期 の泉護 類型の 文化 は、黄河上流域 の馬家
窯文化 を生みだす と論ず る。最後 に、関中仰紹文化 を支 えた生業 を取 り上 げる。粟 を栽培 し、
家畜を飼育す る高度な農耕 を経済的基盤 とす るが、同時に狩猟 、漁携 、採集活動 が盛んに営ま
れ ているこ とを漁携、狩猟 具や動物 、植物 資料 の分析 によって指摘す る。
終章では主文で論 じた関中地区仰 詔文化 、社会 の研 究成果 をあ らためてま とめ、今後の研 究
の方向を明確 にす る。 こ とに、関 中地区仰紹文化 、社会 の解 明のため、論者 が取 り上 げた多様
な文化要素、動物 ・植 物資料の研 究 を一層 深め るべ きこ と、集落研 究について も資料 の蓄積 と
研 究方法 の確立 、理論構築が重要 な課題 で ある と指摘す る。
本研 究が中国先史学研究 に新た な成果 をもた らし、その発展 に寄与す るものであ ることは疑
いを容れ ない。 よって、本論文の提 出者 は、博士(文 学)の 学位 を授 与 され るに十分 な資格 を
有す るもの と認 め られ る。
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